
見る者を魅了する流麗なフォルム。
日本車史上、もっとも美しいスタイル。

今なお語り継がれる伝説のグランドツーリングカーを再現！

トヨタ2000GT

1:10SCALE
全長 417mm
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今号では、3号で組み立てたシリンダーブロックの左側面にキャブレターを取り
付ける。また、1号で提供したヘッドカバーに11個のヘッドカバーボルトを組み
込み、シリンダーヘッド(上)を介してシリンダーブロックに取り付ける。

シリンダーブロックに、
キャブレターとヘッドカバーを
取り付ける

今号の作業

①シリンダーヘッド(上)×1
②キャブレター×1
③ヘッドカバーボルト×12
(※1個は予備)

④ビス(Bタイプ)×3(※1本は予備)
⑤ニッパー

①

② ③

④

⑤

今号のパーツ

使用する道具
・＋（プラス）ドライバー（1番）

用意するもの
・ヘッドカバー(1号で組み立てたもの)
・シリンダーブロック(3号で組み立てたもの)

2

シリンダーブロックを裏返し、写真のビス穴
に④Bタイプのビスをセットする。

1番の＋（プラス）ドライバーを使い、Bタイ
プのビスをねじ込む。もう片方のビス穴に
も、同じ要領でBタイプのビスをねじ込んで
おく。

3

3号で組み立てたシリンダーブロックを用意
し、その左側面上部に設けられた穴（写真
赤丸）に、②キャブレターの取り付けピン（計
3本）を写真の向きで奥まで差し込む。

1
ビス穴がある側

今号で提供する「シリンダーヘッド（上）」は、
断面形状がV字型になっており、両側にヘッド
カバーが取り付けられる。これは、エンジンの
ヘッド部よりも上にバルブを稼働させる「カム
シャフト」が配されているためで、ツインカム（も
しくはDOHC）エンジンの特徴だ。往時は、限
られたモデルにのみ搭載された高性能エンジ
ンであり、その雰囲気
を忠実に再現し
ている。

組み立てガイド

9

※セット品⑤は写真と
デザインが異なります

4号



シリンダーヘッド（上）をしっかりと押し込ん
で、シリンダーブロックに取り付ける。

ヘッドカバーの裏から突き出しているピンを
シリンダーヘッド（上）の取り付け穴に差し込
み、しっかりと押し込む。なお、ヘッドカバーの
“シルバーで塗られた部分”は塗装がはが
れやすいので、できるだけ擦らないように。

8
10

7

6

9

①シリンダーヘッド（上）を用意し、3号で組
み立てたシリンダーブロックの上部にセットす
る。写真を参照し、セットする向きを間違えな
いように。

ヘッドカバーボルトを穴にセットしたら、割り
箸などを利用してヘッドカバーボルトをしっか
りと押し込んでおく。同じ要領で、計11個の
ヘッドカバーボルトを取り付ける。取り付ける
位置は、写真を参照して確認しよう。

6で組み立てたヘッドカバーを用意し、写真
の向きでシリンダーヘッド（上）にセットする。

これで今号の作業は完了だ。ヘッドカバーと
キャブレターが取り付けられたことで、3M型エ
ンジンはよりリアルな雰囲気を醸し出す。組み
立てたパーツは次回の作業に備え、大切に保
管しておこう。

今号の完成

1号で組み立てたヘッドカバーを用意し、切
り取ったヘッドカバーボルトをヘッドカバー
周囲の穴にセットする。小さなパーツなの
で、紛失しないよう注意しよう。なお、作業し
にくい場合は2号で提供したピンセットを使
用する場合、パーツを跳ね飛ばして紛失しな
いようにピンセットの先に両面テープを貼る
とよい。

5
短い

長い

③ヘッドカバーボルトを用意し、⑤ニッパー
を使ってボルトを1個ずつ切り離す。ヘッド
カバーボルトは「ランナー（外枠の部分）」に
「ゲート（ランナーとパーツをつなぐ部分）」
でつながっているので、ニッパーを使って
ゲートの部分を切る。パーツを切るときは、
ニッパーの刃の“背（写真で見えている側）”
をパーツに向け、切断したパーツがはじけ飛
ばないように摘んでおこう。

4

パーツを必ず持って
ニッパーを使う

上

下
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今号では、6号で提供した右フロントホイールにタイヤを取り付け、右
フロントタイヤを完成させる。手順は2号で紹介したものと同じなの
で、特に難しい作業はない。

右フロントタイヤを
組み立てる

今号の作業

①フロントタイヤ

①

今号のパーツ

使用する道具
・ハサミもしくは
 カッターナイフ

用意するもの
・右フロントホイール（6号で提供したもの）

・ビニール袋（パーツが入っていた袋で可）

1

6号で提供した右フロントホイールを用意
し、①フロントタイヤの内側に外縁の一部
を潜り込ませる。

2

タイヤの側面（「サイドウォール」という）を
引っ張りながらホイールにかぶせ、ホイール
をタイヤの内側にはめ込む。

2000GTに装着されるタイヤは、「165HR15」
というサイズのラジアルタイヤだ。当時の乗
用車用タイヤは「クロスプライ構造」が一
般的で、ラジアル構造を標準仕様と
するモデルは限られていた時代だ。
「165HR15」というサイズ表記
の「HR」は、時速210km/hまで
の速度域を保証するもので、こ
れだけでも高性能車の証しと
いえた。

組み立てガイド
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これで今号の作業は完了だ。組み立てたタイヤを
サスペンションに取り付けるのは後の号の作業に
なるので、現時点ではビニール袋に入れて保管し
ておこう。空気に触れる状態での放置や、直射日光
に長時間当たっていると、タイヤのラバーが劣化し
てしまうので注意しよう。

今号の完成

3

ホイールの表面をはめ込み終えたら裏返し、
裏面を確認。2と同じ要領で、サイドウォー
ル部分がホイールを包み込むようにする。
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